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呼吸器感染症24例 にL-105を 使用 した。 対象 は35歳 か ら88歳 まで(平 均66.8歳)の 男性12例,

女 性12例 で,全 例経 静脈 的に使用 し,腎 不全 例の1例 を除 き,0.5な い し1.09を1日2回 静注あ

るいは点滴静注 した(腎 不全例 では1日1回)。 使用期間 は4～20日,総 使 用量は4.0～38.09で あ

った。

臨床効果 は有効15,や や 有効1,無 効5,判 定不能3例 であ った。副 作用は臨床 的には とくにみ

られず,検 査成績上GOTの 上昇を2例 に,GPTの 上昇,BUN・ クレアチニ ンの上昇をそれぞれ

1例 に認めた が,い ずれ も軽度で治療 終了後速やか に正常化 した。

L-105は 日本 レダ リー株 式 会社 で開 発 され た,新 合 成

セ フ ァ・ス ポ リン注 射 剤 で あ る。 本 剤 は 各 種 の β-1acta-

maseに 安 定 で,ブ ドウ糖 非 醗 酵 グ ラ ム陰 性 桿 菌 を 除 く,

好気 性,嫌 気性 の グ ラ ム陽 性菌 か ら グ ラ ム陰 性 菌 まで,広

範 囲 の抗菌 スペ ク トル を 有 して い る。 と くに 第 三 世 代 セ

フ ェム剤 の 弱 点 で あ るS.aureusに 対 す る抗 菌 力 はCEZ

とほぼ 同等 で あ り,S.pmmoniaeに 対 して も きわ め て 強

力で あ る こ とか らD,こ れ ら の菌 に よ る 呼吸 器感 染 症 へ

の有用 性 の期 待 し うる薬 剤 で あ る。

わ れわ れ は24例 の 呼 吸 器 感 染 症 に 対 して,本 剤 を 使 用

す る機 会 を得 たの で 報 告 す る。

1.対 象 と 方 法

1.対 象

対 象患 者 は昭 和59年7月 よ り昭 和59年12月 ま で の間

に,信 楽 園病 院 にお い て 入 院 治 療 を 行 った24例 で,男

性,女 性 いず れ も12例,年 齢 は35歳 か ら88歳 まで で,平

均66.8歳 であ る。

疾 患 の内 訳 は肺 炎11例,肺 化 膿症1例,慢 性気 管 支 炎

の急 性増 悪2例,び ま ん性 汎 細 気 管 支 炎 急 性 増 悪1例,

肺 気腫 二 次感 染1例,気 管 支 拡 張 症 二 次感 染5例,陳 旧

性 肺結 核 に気 道 感 染 を きた した もの1例,肺 癌 二 次 感 染

2例 であ る。

起 因 菌 は8例 で 判 明 した 。 肺 炎 例2例 か らは そ れ ぞ れ

S.aureus,S.pmumoniae ,慢 性 気 管 支 炎 例1例 よ りH.

influenzae,汎 細気 管 支炎 例 か らP.aeruginosaが 分離 さ

れ,肺 気腫 例よ りS.aureus,気 管支拡張症 例3例 か らお

のお のS.aureus,H.influenm,H.parahaemolyticusが 検

出された。

2.使 用法 ・使用量

全例経静脈的に使用 し,腎 不全の1例 を除 き0,5な い

し1.0gを1日2回 点滴静注 あ るい はoneshot静 注 し

た。 腎不全 例は1.091日1回 の静注 を行 った。

使 用期 間は症 例16,24の4日 が最短,症 例7の20日 が

最長 で,総 使用量 は症例16の4.0gが 最少,症 例6の

38.09が 最多であ った。

3.効 果判定基準

下記の判定基 準に従 った。

著効(excellent):1)原 因菌が判 明 してい る場 合は菌

の消失 と臨床症状 の急速 な改善 を得た もの。2)原 因菌

が不 明でも臨床症状 の急速 な改善が 得 られた もの。3)

他 の抗菌剤が無効 でL-105に 変更後著明な 改善を 得た

もの。

有効(good):1)原 因菌の消失 と臨床症状 の改善が得

られた もの。2)原 因菌が存続あ るいは不 明で も,明 ら

かな臨床 症状 の改善 が得 られた もの。

やや 有効(伍ir):1)原 因菌 が減少 した もの。2)臨 床

症状 の一 部あ るいは軽度改善 が得 られた ものo

無効(poor):原 因菌 の 消失 をみず,臨 床症 状が 不 変

あ るいは増悪 した もの。

判定不 能(undetermined):1)治 療 の対象で なか った
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Table 1 Clinical results



VOL. 34 S-3 CHEMOTHERAPY 205

of L-105



206 CHEMOTHERAPY JUNE1986

Table1

もの。2)効 果判明以前にL-105の 使用が中止 された も

の。3)他 の抗菌剤,消 炎剤(steroidな ど)が は じめか

ら併用 された もの。

4.副 作用の検討

使用時の血管痛 や,使 用期 間中の発熱,発 疹,悪 心 ・

嘔吐 ・腹痛 ・下痢 ・血便 などの消化管障害,あ るいはめ

まい,頭 痛な どに留意 した。 また治療前 後の検査成績か

ら,腎,肝,骨 髄への影響をみた。腎機能 につ いては血

清 尿素窒素(BUN),ク レアチニン(Cr),肝 機能に関

しては 血清 アルカ リフォス ファターゼ(A1-P),ト ラン

スア ミナーゼ(GOT,GPT),お よび総 ビリル ビン(T.

Bil.),骨髄機能 につ いては末梢血のヘマ トクリッ ト(Ht),

血小板数(platelet),白 血球数(WBC),好 中球百 分比

(neutro.),全 身 の過敏症状に関 しては 末梢血 好酸球百分

比(eosin.)を 指標 と し,直 接 クームス試験(Coombs)

も可能な限 り行 った。

II.成 績

1.臨 床効果(Table1,2)

有効15,や や有効1,無 効5,判 定不能3の 結果で,

有効率は71.4%で あった。

肺炎例は11例 で,効 果判定可能10例 中8例 有効 で80.0

%の 有効率であった。有効 の症例3は 糖尿 病を基礎 に有

す る患 者が発熱,咳 嗽,胸 痛 のためCCLに よる治療を受

けたが改善せず本剤 に変更 した もので,症 状の軽快と胸

部X線 上右下肺野 の陰影の消失をみた。症例5も 糖尿病

患者 で,右 上葉全体に拡が る肺 炎に対 しAMPCを 使用

したが無効 のため本剤191日2回 の点滴静注に変更,14

日間使用 して順調な経過を とった。症例6は 糖尿病,心

房細動 によ り当院 において管 理中であったが,胸 膜炎を

随伴す る肺炎を発症 しCEZを 使用 したが効果がみられ

ず,本 剤 に変更後比較 的緩徐 であ ったがX線 所見の改善

をみた。症例7は 腎硬化症 による慢性腎不全例で,血 液

透 析導入直前 に肺炎 の発症をみた もので,本 剤191日

1回 の静注 を20日 間行 い有効 であ った。症例10は 肺結核

にて左上葉切除後,膿 胸を反復 している患者 が 右 側に

S.pneunonfaeに よる肺炎を きた した もので,本 剤使用に

よ り膿性痰起因菌 の消失,胸 部X線 所見 の改善を得た。

症例8はT-2588の 効果が不十 分で,喀痰 よりS.aureus

が分離 された肺 炎に対 して本剤 を使用 した例であるがや

や有効 に とどまった。症例9は 起因菌不明の高齢者肺炎

で,本 剤0.5gを1日2回 使用 したが,胸 部X線 所見は

不変 でCRPは む しろ増悪 し無効であ った。症例11は,

H.influenzaeに よる気 管支拡張症二 次感染 に対 しFK-

027を 使用 し病状 の改善を得ていたが,再 度発熱すると
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Table 2 Overall clinical efficacy of L-105

1

ともに胸 部X線 上肺炎様陰影 の出現をみたため本剤 に変

更 した ものであ るが,マ イコプラズマCF抗 体価の上昇

を認めたため判定を除外 した。

肺化膿症 の症例12は おRL-28500が 無効であ ったため

本剤に変更 したが,胸 部X線 所見はむ しろ増悪 した。

肺癌二次感染例を含む慢性気道感染症12例 では,判 定

不能2例 を除 く10例中7例 有効で70。0%の 有効率であ っ

た。慢性気管支炎例2例 はいずれ も有効で,症 例14か ら

はH.influenzaeが 分離 され,そ の消失 を得た。 汎細気

管支炎例 の症例15はP.aerugimsaに よる急性増悪をみ,

起因菌判 明前か ら本剤を使用 した もので,や は り無効 で

あ った。症例16は 高度の肺気 腫に よる呼吸不 全のため,

レス ピレータ ーに より呼 吸維持 がな されてい る患者が気

道感染を併発 し,喀 痰か らS.aureusが 分離 されたため
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本剤を 使 用 した が,S.aureusの 消失はみた ものの,P.

cepaciaに菌交代 し無効であ った。気管支拡張症二次感染

例は5例 で4例 有効,1例 無効 であ った。起因菌が判明

した3例 の うち,H.influenzaeが 分離 された 症例21,

H.parahaenolyticusが 検 出された症例18は いずれ も菌の

消失をみ有効 であった。症例19は きわめて重篤な気管支

拡張症例でP.aeruginosaに よる二次感染に対 しAMA-

1080を 使用 した ところS.aureusに 菌交代 したため本剤

に変更 したものであ るが,臨 床症状,胸 部X線 所 見はい

ずれ も増悪 し,再 度P.aeruginosaへ の菌交代をみた。症

例22は 陳旧性肺結核 に気道感染を きた した もので,SN-

407の 内服が無効 で本剤 は有効 であ ったが,本 剤使 用後

喀痰か らS.aureus,E.faecalisが 分離 された。 肺癌二次

感染例の症例23,24は いずれ もきわめて重篤な状態 に本

剤が使用 され,本 剤使用 中に基礎疾患 によ り死亡 したた

め効果判定は不可能 と考 え られた。

起因菌が判明 した8例 の細菌学的効果は,消 失4,存

続2,交 代2で 除菌率 は75.0%で あ った。S.aureusは3

株 中2株 消失 し,お のおのP.aeruginosa, P.cepaciaに 菌

交代 し,残 り1株 は不変 であ った。ほかに有効例 である

が本剤に よる治療終 了時,喀 痰 より新た にS.aureusの

出現を1例 でみている。

S.pneumoniae1株,H.influenzae2株,H.panhaemoly-

ticus1株 はいずれ も消失 し,P.aeruginosa1株 は当然 の

ことなが ら残 存 した。

2.副 作用(Table1,3)

臨床 的には とくに認めなか った。検査成績上症例1で

GPT,症 例16,20でGOT,症 例4でBUNと クレアチ

ニンの上昇をみたが,い ずれ も軽度で治療終了後速やか

に正常化 した。

症 例16で ヘマ トクリッ ト値 が47.0%か ら37.0%に 減少

しているが,平 常時35%前 後であ り,本 剤使用前がやや

脱水 状態 にあった といえ る。

症 例19の 肝機能異常は,一 時呼吸,心 停止を きた した

ため と考 え られ る。血小板 数の低値 はDICに よるもの

であ り,ヘ マ トク リッ ト値 の上 昇は,胃 潰瘍か らの出血

後輸血 を行 ったためである。

III.考 按

呼吸器感染症24例 に使用 した結果 は,有 効15例,や や

有効1例,無 効5例,判 定不能3例 であ った。判定不能

例を除 くと有効率は71.4%で あ り,肺 炎で80.0%,慢 性

気道感染症で70.0%と 良好な成績 であった。第33回 日本

化学療法学会総会新薬 シソポ ジウムでの内科領域の呼吸

器感染症 に対す る本剤の有効率3)に 比 して若干低い成績

であ るが,無 効,や や有効の症 例のほ とんどが高齢で重

篤 な基礎疾患を有 した例であ った。本剤 がcephem剤 と

しては喀痰中へ の移行率が平均的な ものであ ること,血

中濃度半減期が1g静 注でお よそ1時 間であ ること2)か

ら,重 篤な感染症例においては0.59あ るいは1.Og1

日2回 の使用では量,回 数 とも不十分 の場合 もあるかと

思われ る。

副作用 としては臨床 上 とくに異常 を認めなかったが,

検査成績 上,GPTの 上昇が1例 に,GOTの 上昇が2

例に,BUNと クレアチニンの上 昇が1例 にみ られた。

いずれ も軽度の もので治療終了後速やかに正常化した。

新薬 シソポ ジウムにおける報告 でも副作用の発現率は低

い ものであ り4),安 全性 の高い薬剤 といえ よう。

本剤は多剤耐 性のS.aureusやE.faecalisに 抗菌力を

示す ことが,第 三世代cephem剤 ともっとも異なる特徴

であ り,こ れ らの感染症 が最近 と くに注 目されてきてい

るこ とか ら,と くに期待を もたれた ものであった。われ

わ れの症 例ではS.aureus感 染 症は3例 であ るが,や や

有効1例,無 効2例 で,S.aureusは1例 で存続 し,2例

では消失 した ものの,そ れぞれP.aeruginasa,P.cepacia

に菌交代をみ,臨 床的 にも細菌学的に も満足すべきもの

ではなか った。 全国集計においても臨床効果は65.2%3)

とそれほ ど高い ものではな く,E.aeruginosaを除 く他の菌

種 よ りも低い有効率であ り,S.aureus感 染症に対 しての

使用 は慎重 に行われ るべ きであろ う。呼吸器感染症より

もっとも高頻度 に 検出 されるHaemophilus,S.pneumoniae

を起因菌 とす る場合の有効率は きわ めて高 く,こ れらの

感染症 に対 してはかな りの有用性が期待 できよう。
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L-105, a new broad-spectrum injectable cephalosporin, was used to treat 24 patients with

respiratory tract infection, and its efficacy and safety were studied. The study was carried out from

July, 1984 to December, 1984. 12 adult males and 12 adult females entered the study. The mean
age of the total patients was 66.8 years (range 35 to 88).

0.5 or 1.0 g of L-105 was given intravenously twice a day in the patients with normal renal

function. In one case with renal insufficiency, it was given once a day at a dose of 1.0 g. The

duration of therapy ranged from 4 to 20 days, and the total dose ranged from 4.0 to 38. 0 g. The

therapeutic effect was "good" in 15 patients, "fair" in 1, "poor" in 5, "undetermined" in 3 with

an effectiveness rate of 71. 4%. No clinical side effects were observed. Laboratory tests revealed an

elevation of GPT in 1 case, an elevation of GOT in 2 cases and an elevation of BUN and

creatinine in 1 case. However, these findings were only mild and alleviated rapidly following

termination of the L-105 therapy. No severe side effects caused by the drug were observed.


